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神戸情報大学院大学 シラバス 2020

1. 科目コード

1222

2. 科目名

情報ネットワーク特論

3. 担当教員

レポート作成(2)
まとめ

6. 科目の目的・概要

本講義では、ネットワーク技術の発展的内容について学習する。講義にて学習対象とす
るネットワークは、Internet Protocolを用いたIPネットワークである。インターネットを形作る
IPネットワークそのものの利用方法や利用形態から、IPネットワークを用いた応用技術や
応用手法まで、技術と事例について学習する。本講義は、インターネットの構築技術と応
用方法を理解することを目的とする。

7. 授業概要

講義背景

横山 輝明 (Teruaki Yokoyama)

4. 開講期

春2期

5. 履修要件(前提科目)

「1201 情報ネットワーク基礎論」の学習目標相当に到達していること。

IPv6について(1)
IPv6について(2)
中間まとめ
サービス技術(1)

8. 教科書

講義資料を配布する

9. 参考書

講義中に適宜紹介する

10. 科目の学習目標

インターネット技術と発展
端末技術について

IPネットワークの基本機能、特徴について説明できる。
IPネットワークの応用事例について調査して理解できる。
IPネットワークの応用事例について考察して設計できる。
プログラムからIPネットワークの通信機能を利用する方法を理解する。

サービス技術(2)
仮想化技術
ソケットプログラミング
最新の技術動向
中間まとめ
レポート作成(1)



期末試験 小テスト レポート 発表 成果物 その他
○
○ ○
○ ○
○

60 40

専門知識および業務応用力 (1)(2)(3)(4)
基礎的素養

自ら強みを磨き続ける力
課題設定
仮説立案
仮説検証
実行
前に踏出す力

(2)
(3)
(4)
(5)
(6)

人間力
（＝探究力）

の修得

自ら社会における
課題を発見し、
解決する力

社会人基礎力 考え抜く力
チームで働く力

配点

13. 評価基準

期末試験

小テスト

レポート 関心のあるネットワーク関連の技術について調査してレポート報告する。
対象となる技術の特徴や利用方法について適切に説明できることを求め
る。

レポートにて調査した技術について発表をして、他の学生たちとの情報
共有を図る。適切な説明、質疑への応答などを求める。

11. 本学の教育目標と科目の学習目標との対応

教育目標 学習目標
高度ICT

スキルの修得
(1)

    職業倫理の修得

12. 評価方法と配点

学習目標 達成度評価方法と配点

(1)

発表

成果物

その他



0%

1

2

3

4

16. 授業計画

（注）授業計画は、あくまでも予定であり、実施時に、適時、追加・変更・修正等が生じる場合があり
ます。

第１回 はじめに

本授業では、この授業の内容や学習目標について説明します。学習対象であるインター
ネットやIP技術とはどのようなものか、これからどのように学習していくのか、最終的な達成
目標を説明します。そして、インターネットの応用によってどのようなことが可能になるの
か、そのためにはどのような知識が必要になるのか講義します。

第２回 インターネット技術と発展

本授業では、これまでに学習してきたインターネット技術の発展について学習します。これ
までに学習したインターネット技術を復習して、それらの技術の発展事例を題材として学
習します。これらの学習によって、インターネット技術の根幹がどのように発展していくのか
理解を深めます。

第３回 端末技術 講義 90分

本授業では、インターネットを構成する端末の発展について学習します。端末とはネット
ワークにつながるコンピュータのことです。端末実装技術の発展に伴い、インターネットへ
と接続される端末も小型化と普遍化が進んでいます。こうした端末の変化と、この変化がイ
ンターネットにあたえる影響について学習します。将来のインターネットに登場する端末に
ついて理解を深めます。

講義 90分

講義 90分

学生自身が主体となって、授業における学習の方向性を定める

15. 備考

14. アクティブラーニング

授業時間全体に占めるアクティブラーニングの時間的な割合

授業で得られた知識や技能を活用し、出題された問題を解いたり、課
題に取り組むなど能動的学習を行う

グループワークで課題に取り組み、学生同士が自由に発言することで
何らかの課題に取り組むなど能動的学習を行う

能動的学習の成果を発表し、そのフィードバックを得て自ら主体的に
振り返り、学習効果を高める



第４回 IPv6 (1) 講義 90分

本授業では、次世代ネットワーク層プロトコルであるIPv6について学習します。IPv6技術の
特徴や、IPv6技術を用いることで可能になることを学習します。IPv6技術について理解を
深めます。

第５回 IPv6 (2) 講義 90分

本授業では、次世代ネットワーク層プロトコルであるIPv6について学習します。IPv6技術を
用いたサービスなど、IPv6技術が実現する将来のネットワークについて学習します。IPv6
技術について理解を深めます。

第６回 中間まとめ 講義 90分

本授業では、ここまでに学習してきた内容について復習します。

第７回 サービス技術(1) 講義 90分

本授業では、インターネット上のサービス技術について学習します。現在のインターネット
でのサービス提供基盤となっているWWW技術とその発展について学習します。WWW技
術によって可能になること、将来の発展について理解を深めます。

第８回 サービス技術(2) 講義 90分

本授業では、インターネット上のサービス技術について学習します。インターネット上での
サービスを構成するため、通信モデルや協調型サービスなどの応用事例について学習し
ます。

講義 90分第９回 仮想化技術

本授業では、インターネットを構成する基盤構築において利用される、ネットワークとコン
ピュータの仮想化技術について学習します。それらの仮想化技術の技術的詳細や利用
目的について理解を深めます。



第１０回 ソケットプログラミング 講義 90分

本授業では、インターネット通信を利用するためのソケットプログラミングの初歩について
演習します。授業では、ソケットの概念を学習して、ソケット機能を試用するためのプログラ
ミングに取り組みます。作成したプログラムを用いて、通信機能の利用を実験します。イン
ターネット通信の利用方法について理解を深めます。

第１１回 最新の技術動向 講義 90分

本授業では、インターネットに関連する近年の技術的発展事例について学習します。これ
までに学んできたことを踏まえて、それらの技術的動向の理解を図り、また将来学習が必
要になるであろう知識の方向について説明します。これにより、学習成果によってインター
ネットを正しく理解すること、足りない知識を自学自習によって補う方法論を習得します。

第１２回 中間まとめ 講義 90分

本授業では、ここまでに学習してきた内容について復習します。

第１３回 レポート作成 演習 90分

本授業では、これまでに学習した内容について復習します。これまでの学習内容を振り返
り、質問等にも解答します。授業では、これまでに学習してきたことを参考にして、自分が
興味あるインターネット技術について将来の変化を予測するレポートを作成します。イン
ターネットの変化に対して、自律的に調査と対応する能力を習得します。

第１４回 レポート作成 演習 90分

本授業では、引き続きレポートを作成します。教員に技術的事項、調査の方法、レポート
の書き方を尋ねることもできます。

第１５回 学習内容の確認と評価 発表 90分

本授業の最終課題としてまとめたレポート内容について学生発表を実施します。（発表の
進捗具合に依っては第１６回の時限まで延長することがあります。）


